
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 都市計画の内容 

 （１）位置 

     札幌市北区あいの里３条３丁目の一部 

 （２）都市計画変更の内容 

    ①用途地域の変更 

     ・「第二種中高層住居専用地域（200/60）」⇒「第一種低層住居専用地域（80/40）」 

    ②特別用途地区の変更 

     ・指定なし⇒「戸建住環境保全地区」 

    ③高度地区の変更 

     ・「２７ｍ高度地区」⇒「北側斜線高度地区」 

    ④地区計画の変更 

     ・「あいの里地区地区計画」の変更 

     ・地区整備計画なし 

⇒地区整備計画の指定（「低層専用住宅地区」、「低層一般住宅地区」） 
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現況写真（平成２０年度版） 

凡例 

用途地域、特別用途地区、高度地区変更区域 

地区計画変更区域 

あいの里地区地区計画区域 

用途地域、特別用途地区、高度地区変更区域(面積：2.7ha） 

地区計画変更区域(面積：2.1ha) 

あいの里地区地区計画区域 

都市計画道路「道央新道」（国道337号） 

都市計画道路「茨戸・福移通」 

都市計画道路 
「伏古・拓北通」 

JR学園都市線 

あいの里公園駅 

あいの里東中学校 

あいの里教育大駅 

北海道教育大学 



２ 経緯 

・「あいの里地区」は、昭和５５年から住宅・都市整備公団（現 独立行政法人 都市再

生機構（ＵＲ））による区画整理事業（篠路拓北土地区画整理事業）が進められ、昭

和５９年に「あいの里地区地区計画」を決定した。 

・「あいの里地区地区計画」区域内のあいの里３条３丁目の一部については、ＵＲが所

有しており、当該土地区画整理事業区域内の中学校予定地としていたが、児童数の

減少により、平成１８年に中学校予定地を取得する必要がないことで本市として決

定したことから、ＵＲが戸建住宅地として開発整備することとした。 

・当該地の現在の都市計画は、中学校の立地が前提であったことから、用途地域を「第

二種中高層住居専用地域」、高度地区を「２７ｍ高度地区」に指定し、地区計画にお

いては地区整備計画を定めていない。 

 

 
３ 理由 

   中学校予定地から戸建住宅用地への土地利用転換にあたり、周辺の低層住宅地と

調和した良好な住宅市街地の形成を図るため、上記都市計画の変更を行う。 

 
 


